
地域医療初期研修プログラム
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対応するSBOs

対応するSBOs

５．研修医の事前準備

地域医療初期研修プログラム(内科）

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる（コミュニケーション）。

病院の地域における役割を理解する。

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。5

１．【一般目標:GIO】

２．【行動目標：SBOｓ】

1 患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

医療開発センターの診療科への評価表で行う

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

内科初期対応における入院の可否を判断できる。

デイケアなどの社会復帰や地域支援体制を理解する。

地域医療(とくに内科初期診療）を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、患者が営む日常生活や居住する地域の
特性に即した医療について理解し、心理社会的側面への配慮を行い、適切な医療が提供できる。

内科初期救急診療の基本を身に付ける。

8

３．【方略】

評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う

2

3

4

6

7

チームカンファランスに参加する。

4

5

6 入院担当患者の退院時要約を作成する。

４．【評価】
①研修医に対する評価

項目 評価者 時期 評価方法

日常診療での症例提示 自己・指導医・コメディカル 毎日
診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

担当した患者の疾患と患者数 自己・指導医 研修修了時 チェックリスト

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

フィードバックシート

研修医 研修修了時

研修医からの当該科への評価 研修医 研修修了時

1,2,3,4,5,6,7,8

1,4,5,6,7

3,4,6,7,8

6,7

1 患者の担当医として、指導医とともに診療にあたる。

2

3 高次医療機関への紹介状を記載する。

内科初期診療に関する基本的知識を教科書にて学習する。

　※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

項目 評価者 時期

退院時要約を用いた症例提示 自己・指導医 随時

③指導者に対する評価
項目 評価者 時期

退院時要約記載内容のチェック
及び口頭でのフィードバック

退院時要約作成 自己・指導医 随時

研修医からの指導者への評価

退院時要約記載内容のチェック

②当該科に対する評価

評価方法

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

3,6,7

3,6

5,6

2,3,4,5,6,7

1,2,3,4,5,6,7,8

3,6,7

1,2,3,4,5,6,7,8

1,2,4,5,7

関連手技 自己・指導医 随時
チェックリスト
口頭でのフィードバック
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３．【方略】
対応するSBOs

４．【評価】

対応するSBOs

５．研修医の事前準備

評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う

医療開発センターの診療科への評価表で行う

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

2

3

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる（コミュニケーション）。

4

6

7

5

診療所の地域における役割について理解する。

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。

内科外来診療の基本知識を身に付ける。

内科外来における初期対応と治療を実践する。

１．【一般目標:GIO】

２．【行動目標：SBOｓ】

1

地域医療(とくに内科初期診療）を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、患者が営む日常生活や居住する地域
の特性に即した医療について理解し、心理社会的側面への配慮を行い、適切な医療が提供できる。

地域医療初期研修プログラム(内科）

患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

担当した患者の疾患と患者数 自己・指導医 研修修了時 チェックリスト

チームカンファランスに参加する。5

①研修医に対する評価
項目 評価者 時期 評価方法

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

フィードバックシート

評価方法

関連手技 自己・指導医 随時
チェックリスト
口頭でのフィードバック

1,2,3,4,5,6,7

1,4,5,6,7

3,4,6,7

6,7

1 患者の担当医として、指導医とともに診療にあたる。

内科初期診療に関する基本的知識を教科書にて学習する。4

2

3 高次医療機関への紹介状を記載する。

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

　※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

1,2,3,4,5,6,7

1,2,3,4,5,6,7

1,2,4,5,7

5,6,7 

2,3,5,6,7

③指導者に対する評価
項目 評価者 時期

日常診療での症例提示
診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

②当該科に対する評価
項目 評価者 時期

研修医からの指導者への評価 研修医 研修修了時

研修医

自己・指導医・コメディカル 毎日

研修医からの当該科への評価 研修修了時
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対応するSBOs

対応するSBOs

③指導者に対する評価
項目 評価者 時期

５．研修医の事前準備

2

3 高次医療機関への紹介状を記載する。

１．【一般目標:GIO】

２．【行動目標：SBOｓ】

1

5

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

2

3

4

6

7

診療所の役割について理解し、実践する。

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。

外科初期診療の基本を身に付ける。

外科外来における初期対応と治療の実際を学ぶ。

8

３．【方略】

1 患者の担当医として、指導医とともに診療にあたる。

外科外来で行う治療手技を習得する。

1,2,3,4,5 6,7,8

外科初期診療に関する基本的知識を教科書にて学習する。

４．【評価】
①研修医に対する評価

項目 評価者 時期 評価方法

外科診療に関する基本的な手技（消毒、縫合、ドレナージなど）を行う。

4

5

自己・指導医 研修修了時 チェックリスト

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

フィードバックシート

担当した患者の疾患と患者数

1,4,5,6,7,8

3,4,6,7

6,7,8

5,6,7,8

1,2,3,4,5 6,7,8

1,2,4,5,7

5,6,7,8

2,3,5,6,7

　※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

研修医からの指導者への評価 研修医 研修修了時

研修医からの当該科への評価

関連手技

診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

②当該科に対する評価
項目 評価者 時期 評価方法

自己・指導医 随時
チェックリスト
口頭でのフィードバック

日常診療での症例提示 自己・指導医・コメディカル 毎日

地域医療（とくに外科初期診療） を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、患者が営む日常生活や居住する地域
の特性に即した医療について理解し、心理社会的側面への配慮を行い、適切な医療が提供できる。

地域医療初期研修プログラム(外科）

患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる（コミュニケーション）。

医療開発センターの診療科への評価表で行う

評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

研修医 研修修了時
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対応するSBOs

対応するSBOs

地域医療初期研修プログラム(精神科　単科病院または単科クリニック）

5

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

2

3

4

6

7

１．【一般目標:GIO】

２．【行動目標：SBOｓ】

1

精神・保健医療を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、精神科におけるプライマリケアや地域医療としての
役割を理解し、心理社会的側面への配慮を行い、チーム医療の一員として参加できるようになる。

患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

8

３．【方略】

1 患者の担当医として、指導医とともに診療にあたる。

2

項目 評価者 時期

診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

関連手技 自己・指導医 随時
チェックリスト
口頭でのフィードバック

５．研修者の事前準備

※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

研修医からの指導医への評価 研修医 研修修了時 医療開発センターの診療科への評価表で行う

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

精神疾患に対する初期対応と治療の実際を学ぶ。

時期

自己・指導医 研修修了時 チェックリスト

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

フィードバックシート

③指導者に対する評価
項目 評価者

研修医からの当該科への評価 研修医 研修修了時

日常診療での症例提示

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる（コミュニケーション）。

単科病院及び診療所の役割について理解し、実践する。

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。

精神症状のとらえ方の基本を身に付ける。

デイケアなどの社会復帰や地域支援体制を理解する。

評価方法

評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う

1,2,3,4,5,6,7,8

4,5,6

5,6,7

2,3,5,6,7,8

1,2,3,4,5,6,7,8

自己・指導医・コメディカル 毎日

②当該科に対する評価

評価方法

チームカンファランスに参加する。

4

1,4,5,6,7,8

3,4,6,7

6,7

2,3,4,5,6,7,8

担当した患者の疾患と患者数

5

精神疾患に関する基本的知識を教科書にて学習する。

４．【評価】
①研修医に対する評価

項目 評価者 時期

3 高次医療機関への紹介状を記載する。
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対応するSBOs

対応するSBOs

地域医療初期研修プログラム(小児科　開業医）

5

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

2

3

4

6

8

2

7

３．【方略】

1 指導医とともに小児科診療を行う。

予防接種を実施できる。

小児に用いる薬剤の知識と使用法、小児の体重別・体表面積別の薬用量の計算法を身につける。

母子健康手帳を理解し活用できる。

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる。

診療所の役割について理解し、実践する。

9

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。

小児の診察ができ、カルテに適切に記載することができる。

１．【一般目標:GIO】

２．【行動目標：SBOｓ】

1

小児科医療を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、小児科医療におけるプライマリケアや
地域医療としての役割を理解し、心理社会的側面への配慮を行い、チーム医療の一員として参加できるようになる。

患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

3 高次医療機関への紹介状を記載する。

自己・指導医 随時
チェックリスト
口頭でのフィードバック

6 予防接種を行う。

４．【評価】

4 学校での健康教育、相談などに参加する。

担当した患者の疾患と患者数 自己・指導医 研修修了時 チェックリスト

5 小児に用いる薬剤の知識を教科書にて学習する。

日常診療での症例提示 自己・指導医・コメディカル 毎日

評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う

診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

②当該科に対する評価
項目 評価者 時期

2,3,5,6

研修医からの当該科への評価 研修医 研修修了時

5,6,7

1,2,3,4,5,6,7,8,9

1,4,5,7,8,9

3,4,6,7

1,2,4,9

7,8

1,2,7,8,9

1,2,3,4,5,6,7,8,9

4,5,6フィードバックシート

①研修医に対する評価
項目 評価者

関連手技

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

時期 評価方法

※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

研修医からの指導者への評価 研修医 研修修了時 医療開発センターの診療科への評価表で行う

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

③指導者に対する評価
評価方法

５．研修医の事前準備

項目 評価者 時期
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対応するSBOs

対応するSBOs

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

③指導者に対する評価
項目 評価者 時期 評価方法

研修医からの指導者への評価 研修医 研修修了時

５．研修医の事前準備

医療開発センターの診療科への評価表で行う

日常診療での症例提示 自己・指導医・コメディカル 毎日
診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

②当該科に対する評価
項目 評価者 時期 評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う研修医からの当該科への評価 研修医 研修修了時

３．【方略】

チェックリスト
口頭でのフィードバック

フィードバックシート

チェックリスト

評価方法

関連手技 自己・指導医 随時

時期

4

5

担当した患者の疾患と患者数 自己・指導医

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

1

2

3

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

指導医とともに産婦人科診療を行う。

評価者

学校での健康教育、相談などに参加する。

高次医療機関への紹介状を記載する。

地域医療初期研修プログラム(産婦人科 開業医）

5

2

3

4

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる。

診療所の役割について理解し、実践する。

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。

１．【一般目標:GIO】

２．【行動目標：SBOｓ】

1

産婦人科医療を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、産婦人科医療におけるプライマリケアや地域医療として
の役割を理解し、心理社会的側面への配慮を行い、チーム医療の一員として参加できるようになる。

患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

6

9

産婦人科診療に関する基本的知識を身につけ、診療することができる。

産婦人科診療に関する必要な検査、手技を経験する。

性感染症予防、家族計画を指導できる。

母子健康手帳を理解し活用できる。

8

7

　※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

1,2,3,4,5,6,7,8,9

1,4,5,8,9

3,4,6,7

1,2,4,9

6,8,9

1,2,3,4,5,6,7,8,9

4,5,6

5,6,7

2,3,5,6

妊娠・授乳時に用いる薬剤の知識を教科書にて学習する。

４．【評価】
①研修医に対する評価

項目

研修修了時
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対応するSBOs

対応するSBOs

地域医療初期研修プログラム(耳鼻咽喉科 開業医）

コメディカルスタッフと協力してチーム医療を実践できる。

耳鼻咽喉科診療に関する基本的知識を身につけ、診療することができる。

耳鼻咽喉科疾患の診断に必要な検査を選択し、適応の有無の判断力を修得する。

耳鼻咽喉科疾関する必要な検査、手技を経験する。

１．【一般目標:GIO】

2

3

4

5

耳鼻科医療を必要とする患者とその家族に対して、全人的に対応するために、耳鼻科医療におけるプライマリケアや地域医療としての役割を
理解し、心理社会的側面への配慮を行い、チーム医療の一員として参加できるようになる。

患者やその家族に対して心理的、社会的側面を配慮ができる。

学校・家庭・職場環境に配慮し、地域との連携に参画できる。

診療情報提供など、他施設への情報伝達を円滑にできる。

診療所の役割について理解し、実践する。

２．【行動目標：SBOｓ】

1

6

7

2,3,5,6

1,2,3,4,5,6,7,8,9

1,4,5,8,9

3,4,6,7

6,7,8,9

6.7.8

1,2,3,4,5,6,7,8,9

4,5,6

耳鼻咽喉科診療に関する、基本的な薬剤を使用の仕方を理解する。

8

9

5,6,7

4 耳鼻咽喉科疾患診療分野の基本的な疾患の知識を教科書にて学習する。

３．【方略】

1 指導医とともに耳鼻咽喉科診療を行う。

2

3 高次医療機関への紹介状を記載する。

患者やその家族に対して、病状の説明を指導医とともに行う。

5

４．【評価】
①研修医に対する評価

項目 評価者 時期 評価方法

耳鼻咽喉科疾患診療に関する基本的な検査・手技（ファイバースコピー検査・耳垢除去・鼻出血止血など）を行う。

担当した患者の疾患と患者数 自己・指導医 研修修了時 チェックリスト

診療態度 自己・指導医・コメディカル
研修中旬
研修修了時

フィードバックシート

関連手技 自己・指導医 随時
チェックリスト
口頭でのフィードバック

日常診療での症例提示 自己・指導医・コメディカル 毎日
診療記録のチェック及び
口頭でのフィードバック

②当該科に対する評価
項目 評価者 時期 評価方法

※　週間スケジュール、研修指導体制については、地域医療研修ガイドブックを参照

項目 評価者 時期

研修医からの指導者への評価 研修医 研修修了時

評価方法

医療開発センターの診療科への評価表で行う

プライマリ・ケア、初期救急の教科書をおさらいすること

③指導者に対する評価

医療開発センターの診療科への評価表で行う

５．研修医の事前準備

研修医からの当該科への評価 研修医 研修修了時
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